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午後１時００分 開会 

○奥岩委員長 ただいまより総務政策委員会を開会いたします。 

 先ほどの本会議で当委員会に付託されました議案１件について審査いたします。 

 議案第７２号、財産の取得についてを議題といたします。 

 当局の説明を求めます。 

 田渕防災安全課主任。 

○田渕防災安全課危機管理室主任 防災安全課から説明させていただきます。本件議案は、

防災行政無線放送の情報伝達手段として、市民、消防団及び自治会に貸与する防災ラジオ

放送受信機の取得について議会の議決を求めるものでございます。 

 取得する財産は、自動起動機能付きラジオ放送受信機４，０００台で、製造については

６月５日開催のプロポーザル選考委員会で選考を決定いたしました株式会社メディアトラ

イに１２月２８日を納期として委託予定で、取得価額は税込みで４，４００万円でござい

ます。ラジオの主な仕様については、資料の３の（３）に記載しておりますが、Ｊアラー

ト発報時及び防災行政無線の緊急放送・通常放送時に自動起動し、放送内容が流れること、

ラジオ放送局を最大１２局までプリセット可能であること、無線放送を自動録音・再生が
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可能であること、自動起動時に白色ＬＥＤランプが発光して、視覚的に放送受信を確認で

きることなどの機能がございます。 

また、裏面にラジオの図を載せておりますので御覧ください。基本的には商用電源にＡ

Ｃアダプターを接続し、屋内で設置していただくことを想定しております。放送局の選局

はダイヤル式で、音量もつまみで調節が可能でございますので、高齢者の方でも容易に操

作ができるような仕様となっております。また、御覧いただいている筐体デザインは、現

時点で未確定でございますので、配色、文字、表示などはイメージとして、御参考として

ください。説明は以上でございます。 

○奥岩委員長 当局の説明は終わりました。 

 これより質疑に入ります。 

 田村委員。 

○田村委員 配置が一般の市民であったり消防団であったり、また自治会であったりとい

うことなんですけれども、例えば自治会というのは自治会長さんにということなんでしょ

うか確認します。 

○奥岩委員長 田渕防災安全課主任。 

○田渕防災安全課危機管理室主任 自治会長という断定的なことでは決めておりません

が、自治会で一台ずつ配布し、使用については自治会ごとに考えていただきたいなという

ふうに思っています。主には自主防災組織なんかに配置されるのがよろしいかなというふ

うに思っております。 

○奥岩委員長 田村委員。 

○田村委員 よくわかりました。一般市民の方ということですけれども、配布先の選定と

いうのはどういう基準を持っておられるのか伺います。 

○奥岩委員長 田渕防災安全課主任。 

○田渕防災安全課危機管理室主任 特定な配布先というのは決めておりませんが、希望さ

れる一般市民の方に対応していくということで考えております。具体的に申しますと、優

先貸与期間というものをまず最初に設けまして、要配慮者の方であったり高齢者の方をま

ず貸与機関として設けて、その後に希望される一般市民の方に貸与していきたいというふ

うに考えております。 

○奥岩委員長 田村委員。 

○田村委員 わかりました。４，０００台ということなんですが、例えば有償でもいいか

ら手にしたい、そういうニーズがあった場合、どう対応されますでしょうか伺います。 

○奥岩委員長 田渕防災安全課主任。 

○田渕防災安全課危機管理室主任 基本的には有償貸与で、希望される市民の方に貸与し

ていく予定でございます。 

○奥岩委員長 田村委員。 

○田村委員 ４，０００台となっていますけれども、それを超えてとお聞きしたつもりで

す。 

○奥岩委員長 田渕防災安全課主任。 

○田渕防災安全課危機管理室主任 ４，０００台を超えてということになりますと、需要

が４，０００台を超えてあるということになってくると思いますが、それについては普及

状況なんかを勘案しながら考えていきたいというふうに思っております。 
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○奥岩委員長 永瀬防災安全監。 

○永瀬防災安全監 まず一つ、４，０００台のうちの５００台は自治会等に配りますけれ

ども、残りの３，５００台は、先ほど担当のほうが申しましたように、順に希望される方、

優先順位を考えながらですけど、希望者に対して配布をしていきます。いずれこの４，０

００台というニーズが、鳥取市の例なんかで言いますと、３，５００台については基本的

に有償でございます。それで、その後については、鳥取市などの例を見ますと、当初２，

０００台を用意されてたら、その後さらにニーズがあったということで増やされたという

事例も承知しておりますので、米子市におきましてもそのニーズの状況、希望の状況を見

ながら４，０００台のあと追加していくかどうかについては、検討していきたいと考えて

おります。 

○奥岩委員長 田村委員。 

○田村委員 わかりました。冒頭に防災行政無線放送の情報伝達手段としてというふうに

書いてあるんですが、以前、たしかダラズＦＭの電波を利用しているというような話もあ

ったと思います。この筐体というのは何の電波を受信するんですか。デジタル化された行

政無線なのか、ＦＭ波のダラズのものを受信して起動するのかどちらでしょうか。 

○奥岩委員長 田渕防災安全課主任。 

○田渕防災安全課危機管理室主任 ダラズＦＭのＦＭラジオ電波を使用して自動起動し

て、それを受信して防災無線の内容が聴取できるものでございます。 

○奥岩委員長 安達委員。 

○安達委員 細かいことになるかもしれませんが、何点か教えていただけますか。ラジオ

のネームのところに起動機能とありますけれども、この起動というのが自動起動というの

が少し一般的にわかりにくいんですが、このことと、それから主な仕様のところで、イの

ところのプリセット可能という、このプリセットというのが普段耳にしないんですが、こ

の２点を教えてください。 

○奥岩委員長 田渕防災安全課主任。 

○田渕防災安全課危機管理室主任 自動起動といいますのは、防災無線放送を流した時に

自動で防災ラジオが起動するという意味でございます。通常のラジオですと、電源を切っ

ていれば防災無線が流れたとしても自動起動して流れるということはございませんが、米

子市が製造する防災ラジオにつきましては、米子市が緊急放送・通常放送、防災無線を流

した時に、電源を切っていても自動的に電源が入って防災無線の内容が聴取できるという

ことが、起動するという意味でございます。 

 ３の（３）のイのところでございますけれども、プリセットという意味は、ラジオ局を

最初に設定をしておいて、使用される市民の方は選局だけをしていただければ、１、２、

３と番号が振ってありまして、それに合わせてダイヤルを回していただければ選局できる

というものです。通常のラジオでございますと、周波数の数字を合わせながらやらないと

いけないんですけれども、米子市のラジオですと、選局しやすいというふうになっており

ます。 

○奥岩委員長 安達委員。 

○安達委員 それと、納期が今年の年末ということで明記してあるんですが、これは、こ

の６月の補正ということで前倒しになって１２月納期なのか、そこのところが、本来は年

度当初に予算を挙げといて、例えば半年たったら納期なのか。こら辺がちょっとわかりに
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くかったんですが。もう少し納期を早めることはできるかどうか。例えば、１０月末とか

というのはなかなか無理な話なんでしょうか。災害とかその対応になったら、この納期の

時期を早めるのがほしいかなという思いで質問します。 

○奥岩委員長 田渕防災安全課主任。 

○田渕防災安全課危機管理室主任 納期につきましては、こちら側としてもできるだけ早

期な納期をということで交渉をする際に話したんですけれども、防災ラジオの部品なんか

の調達も含めまして、大体１２月末ごろになるということでお話を聞いておりますので、

早めるというのはちょっと難しいということで回答をいただいております。 

○奥岩委員長 安達委員。 

○安達委員 最後になりますが、逆にコロナ禍なので、部品の調達とかが当初の見通しよ

り厳しいという話を聞けば、そこをきちんと対応をお願いしたい。１２月末の納期を守っ

ていただくようにという業者への要請をお願いしたいと思います。以上です。 

○奥岩委員長 ほかに委員の皆様、ございますでしょうか。 

〔「なし」との声あり〕 

○奥岩委員長 質疑を終結いたします。 

 これより討論に入ります。 

〔「なし」との声あり〕 

○奥岩委員長 別にないようですので、討論を終結いたします。 

 これより採決いたします。 

 議案第７２号、財産の取得について、原案のとおり可決することに御異議ありませんか。 

〔「異議なし」との声あり〕 

○奥岩委員長 御異議なしと認めます。 

 よって、本件については、原案のとおり可決すべきものと決しました。 

 総務政策委員会を閉会いたします。 

午後１時１１分 閉会 
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